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董
踊
り
大
会
」

一、
盛
調
に
行
わ
れ
る

平
成
３０
年
度
盆
踊
り
大
会
は

８
月
１７
日
（金
Ｙ

ｌ８
日
（土
）
に

予
定
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
８
月
に
入
り
猛
暑
が
続

き
舞
台
建
て
作
業
で
熱
中
症
が

危
惧
さ
れ
る
た
め
対
策
に
つ
い

て
検
討
、
大
型
扇
風
機
の
配
置
、

作
業
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
の

工
夫
や
、
救
護
者
を
配
置
し
、

対
策
を
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
３
号
４
号
５
号

と
太
平
洋
上
で
発
生
し
影
響
も

心
配
し
ま
し
た
が
、
４
日
は
舞

台
で
飾
り
付
け
は
１０
日
に
委
員

で
行
い
ま
し
た
。
幸
い
時
期
が

早
か
っ
た
為
、
照
明
や
提
灯
飾

り
は
台
風
の
去

っ
た
後
で
行
い

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・７
日
（金
）
の
開
催
当
日
は
蒸

し
暑
く
も
無
く
、
穏
や
か
な
日
々

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
日

よ
り
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
の
本
行
寺
境
内
は
飾
り

付
け
提
灯
に
灯
り
が
と
も
り
、

夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
や
家
族

づ
れ
が
集
ま
る
中
、
盆
踊
り
の

曲
に
合
わ
せ
祭
囃
子
保
存
会

（
３０
名
）
の
太
鼓
が
鳴
り
響
き
賑

や
か
な
境
内
に
な
り
ま
し
た
。

・９
時
、
盆
踊
り
大
会
の
開
催

に
あ
た
り
長
嶋
実
行
委
員
長
よ

り
開
催
の
宣
言
と

「今
年
は
猛

暑
の
中
、
舞
台
建
て
や
飾
り
つ

け
の
準
備
が
大
変
で
し
た
が
委

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
は

「あ
ん

じ
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
浜
野
」
様

に
救
護
所
の
配
備
に
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

２
日
間
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で
下

さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

来
賓
に
曽
我
部
中
央
区
長
を

は
じ
め
地
元
選
出
の
議
員
、
生

浜
地
区
町
内
自
治
会
長
、
学
校

関
係
者
な
ど
多
く
の
方
々
が
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
。

踊
り
は
、
祭
囃
子
保
存
会
の

太
鼓
を
中
心
に
し
て
踊
り
の
輪

を
広
げ
東
京
音
頭
や
千
葉
踊
り

な
ど
祭
り
囃
子
保
存
会
の
威
勢

の
よ
い
バ
チ
さ
ば
き
で
、
太
鼓

が
鳴
り
響
き

一
層
華
や
か
な
盆

踊
り
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
の
露
店

浜
野
町
内
会
青
年
部

（坂
倉

部
長
）
は
会
場
に
お
い
て
生
ビ

ー
ル
３
０
０
円
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
ー
５
０
円
、
じ
ゃ
が
バ
タ

１
１
０
０
円
等
を
出
店
し
両
日

共
完
売
。
盆
踊
り
会
場
の
楽
し

み
の

一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一ヽ一一
一ミ

熱ヽ
｀

初
日
の
踊
り
は
２．
時
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

・８
日
（土
）
２
日
目
も
盆
踊
り

に
は
絶
好
の
日
よ
り
で
し
た
。

最
終
日
は
２．
時
１５
分
か
ら
く
じ

引
き
大
会
が
行
わ
れ
る
と
あ

っ

て
か
時
間
が
経
つ
に
連
れ
て
多
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平成30年 9月号のまは

く
な
り
ま
し
た
。
１９
時
か
ら
盆
踊
り
が
始
ま

り
、
２０
時
よ
り
本
行
寺
を
創
建
し
た

「日
泰

上
人
２

つ
た
い
し
ま
フ
に
ι
」

の
月
命
日
に
あ

た
り
、
災
害
、
戦
争
で
な
く
な
ら
れ
た
方
々

へ
の
法
要
も
行
わ
れ
ま
す
。
浜
野
町
の
盆
踊

り
は
先
人
を
偲
び
、
故
郷
を
思
う
風
情
の
あ

る
盆
踊
り
で
す
。

そ
の
後
に
、
子
供
た
ち
を
対
象
に
ド
ラ
え

も
ん
音
頭
を
２
由
踊
り
、
踊
り
の
後
に
は
地

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
部
の
方
が
子
供
た
ち
に
お

菓
子
を
配
り
ま
し
た
。
２．
時
過
ぎ
に
踊
り
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
１５
分
か
ら

「く
じ
引

き
大
会
」
を
行
い
、
く
じ
券
は
３
０
０
枚
用

意
し
ま
し
た
が
全
て
配
布
と
な
り
ま
し
た
。

２．
時
１５
分
か
ら
、
秋
葉
副
町
内
会
長
の
司

会
で
お
楽
し
み

「く
じ
抽
選
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

く
じ
券
は
３
０
０
枚
用
意
し
ま
し
た
が
足

り
な
い
程
で
し
た
。
当
選
く
じ
は
町
内
会
長

や
奉
賛
会
な
ど
各
団
体
の
長
が
引
き
、
当
選

番
号
を
引
く
た
び
に
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し

た
。こ
う
し
て
二
日
間
に
わ
た
る
盆
踊
り
大
会

も
無
事
大
盛
況
で
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。猛
暑
の
中
で
の
会
場
設
営

・
踊
り
の
練
習

・

指
導
、
計
画
準
備
、
開
催
中
の
会
場
警
備
、

案
内
、
青
年
部
の
出
店
、
婦
人
部
の
接
待
等

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
会
長
、
各
団
体
、

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
伝
統
と
趣
の
有
る
浜
野
町
の
盆
踊

り
大
会
を
継
承
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

・９
日
は
、
舞
台
解
体
と
舞
台
材
を
納
め
る

本
堂
倉
庫
の
廃
材
を
整
理
し
、
廃
材
に
つ
い

て
は
処
理
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

第
３
回
町
会
長
会
議
を
開
催

８
月
２５
日
（土
）１９
時
よ
り
浜
野
会

館
に
お
い
て
第
３
回
町
会
長
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

議
題
は

「第
３３
回
浜
野
町
敬
老
の

集
い
」
開
催
に
つ
い
て
、
響
同
齢
者

見
守
り
活
動
」
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

「第
３３
回
浜
野
町
敬
老
の
集
い
」
の
開

催
（実
施
要
領
）
に
つ
い
て
〈福
祉
部
〉

一
、
趣
　
旨

風
雪
を
越
え
、
長
い
人
生
を
元
気
よ

く
歩
ま
れ
た
町
民
の
先
輩
を
敬
い
、
祝

福
と
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
、
こ
こ
に

敬
老
の
集
い
を
開
催
し
、
更
な
る
長
寿

と
健
康
を
願
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
主
催
者
団
体

０
主
　
催

浜
野
町
内
会
、
民
生
児
童
委
員

②
協
　
賛

浜
野
町
各
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉

協
議
会
生
浜
地
区
部
会
、
生
浜
中
学

校
区
青
少
年
育
成
委
員
会
、
あ
ん
じ

ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
浜
野

三
、
開
催
日
時
及
び
場
所

０
日
　
時

９
月
１６
日
（日
）
１０
時
～
１４
時

★
受
付
開
始
９
時
３０
分
～

②
場
　
所

浜
野
会
館
大
ホ
ー
ル

四
、
招
待
者
及
び
開
催
案
内

０
招
待
者

浜
野
町
に
居
住
す
る
７５
才
以
上
の
方
々

（参
加
予
定
…
約
２
０
０
名
）

②
開
催
案
内

民
生
児
童
委
員
が
対
象
者
全
員
を
訪

問
し
、
「敬
老
の
集
い
」
へ
の
参
加
可

否
を
確
認
し
、
参
加
者
に
対
し
て
招

待
状
を
配
布
す
る
。
合
わ
せ
て
参
加

者
人
数
を
把
握
す
る
。

０
来
賓

へ
の
案
内

福
祉
部
長
が
実
施
す
る
。

五
、
物
品
購
入
等
の
事
前
準
備

０
物
品
購
入

民
生
児
童
委
員
が
行
な
い
、
浜
野
会

館
に
保
管
す
る
。

②
予
　
算

町
内
会
よ
り
１２
万
円
、
千
葉
市
よ
り

の
補
助
金
（４３
・
５
万
円
）
、
来
賓
の

参
加
費
等

０
会
　
計

市

へ
の
補
助
金
申
請
を
合
め
、
民
生

児
童
委
員
が
行
な
う
。

六
、
「敬
老
の
集
い
」
当
日
の
運
営
に

つ
い
て

０
運
営
委
員

民
生
児
童
委
員

・
福
祉
活
動
推
進
委

員

。
町
内
会
役
員

。
婦
人
部
（８
名
Ｙ

町
会
長
（
３
名
Ｙ
生
浜
中
学
校
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
生
徒
（若
干
名
）

★
福
祉
部
所
属
の
町
会
長

（蛇
島
町

会
、
三
井
町
会
、
北

一
町
会
）

②
集
合
時
間

運
営
委
員
の
集
合
は
８
時
、
８
時
５

分
か
ら
ミ
ー
テ
イ
ン
グ

０
会
場
設
営

当
日
の
朝
に
、
運
営
委
員
他
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
行
う
。
飾
り
付
け
、
看
板

等
の
掲
示
、
机

・
椅
子
、
音
響
機
器

・

什
器
類
な
ど

０
受
　
付

９
時
３０
分
よ
り
、
民
生
児
童
委
員
が

行
な
う
。

同
式
次
第

プ
ロ
グ
ラ
ム
冊
子
に
記
載

０
司
会
進
行

総
合
司
会
…
大
徒
福
祉
部
長
（出
演

者
誘
導
…
松
岡
文
化
部
長
）／
演
芸

午
前
…
大
徒
福
祉
部
長
、
演
芸
午
後

・

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
…
菅
原
会
計

０
音
響
担
当

叶
親
重
信
（駅
通
り
町
会
）

７
、
そ
の
他
、
参
考

。
付
記
事
項

０
「敬
老
の
集
い
」
の
開
催
に
際
し
、
青

少
年
育
成
委
員
会
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
生
浜
中
学
校
の
生
徒
に
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
と
し
て
、
毎
年
参
加

頂
い
て
い
る
。

②
７５
歳
以
上
の
人
数

〈平
成
３０
年
６
月

現
在
、
民
生
児
童
委
員
よ
り
情
報
提

供
〉
浜
野
町
…
約
６
３
９
名
（浜
野

東
自
治
会
除
く
）、
生
浜
地
区
…
約

３

２

３

３

名

８
、
悪
天
候
等
の
場
合
の
開
催
判
断
に

つ
い
て

０
開
催
か
中
止
の
判
断
は
、
当
日
の
午

前
６
時
に
町
内
会
長
が
行
な
う
。

②
中
止

・
場
合
の
連
絡
体
制

（参
加
者

へ
は
民
生
児
童
委
員
か
ら
連
絡
）

★
中
止
の
場
合
で
も
、
運
営
委
員

（全
員
）
は
浜
野
会
館
に
８
時
ま
で
に

集
合
す
る
。

０
中
止
に
な

っ
た
場
合
は
、
可
能
な
限

り
参
加
予
定
者

へ
「弁
当
・飲
料

。
鰻

頭
」
を
届
け
る
。

０
開
催
を
延
期
し
て
、
代
替
日
を
設
け

て
の
実
施
は
し
な
い
。

☆
当
年
は
中
止
と
な
る

:r諄芋11‐
1催 |

:に:
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:|て |
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平成30年 9月号 は  ま  の

高齢者 (独居80歳以上)見守り「活動」浜野町の具体的取組に
関する情報共有について <福祉部>

1.民生児童委員と町内会役員による見守り活動について
(1)6月末時点で、見守り支援要望者 10名 「昨年度と同様」
① 第 1区 2名 (浜新田 :1名、蛇島1:名 )
② 第2区 6名 (三井 :1名、柳町 :2名、三和 :1名、駅通り:1名、仲東 :1名 )
③ 第3区 2名 (辻町 :1名、南3:1名 )
(2)活動内容
① 6月、民生児童委員による第1回訪問並びに要支援の最終確認 (承諾書)

② 7月、本年度の支援希望対象者の各種リスト化

③ 今後、 3月 までに3回の定期訪問 (9～ 10月 、12月 、 3月 )を実施予定

2、 各町会各班のグルーフ長による「一歩弓|いた位置からの見守り活動」の実施状況について

(1)各町会各班のグループ長が行う内容とは、隣り近所の繋がりを活用した「ちよこつと
声掛け・見守り運動」力`各町会で定着」するよう、活動する。

これについては3月 町内会報への掲載や4月 の総会においても確認済みで、具体的には、

以下の5点です。

① グループ内の独居高齢者 (町会未加入者を合む)を把握
② 見かけない場合や新聞・郵便物が溜まっている場合に訪問し、安否の確認を実施する。

(共に2～ 3日程度)

③ 可能であれば、日頃より、定期的に顔合わせする機会をつくる。

④ 活動は平成29年 5月 より実施する (⇒実態は9月 からの開始であつた。)

⑤ 活動内容等の報告は不要。但し、当該人より支援 要請等があれば「町会長⇒民生児
童委員」へ報告する。

★ 町会長は、この活動が実施されていることを把握し指導してください。

(2)見守り対象者数の一覧 :各町会に配布済
(3)各町会の見守り対象者の再集約 (更新)についての依頼事項
① 昨年集約した町会ごとの報告内容 (各町会長に配布済)

② この統一様式の対象者数の枠内左横に「赤か青色」で、現在の実態を記入する (追記
や訂正削除を合む)また、備考欄に対象者名を記入する。集約しても氏名の公開はし
ない。

③ 9月 15日 (土 )までに各区長に提出

④ 区長は9月 17日 (月 )までに福祉部長に提出

⑤ 福祉部長が「町会ごとの最新版及び浜野町内会一覧表」を更新し、 9月下旬迄に区長
経由で各町会長に戻しますので、最終確認してください。

3、 見守り対象者の年齢についての検討

見守り対象者の年齢について、浜野町では現行80歳以上の独居者としているが、生浜地区
の施策に準じて、今後「75歳以上の独居者」に変更する必要がある。

平成31年度からの変更を視野に、役員会や民生児童委員等との協議・検討を行ない、来年
2月 の第 7回町会長会議で変更時期について提案する予定です。
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のまは 平成30年 9月 号

８
月
１９
日
（日
）
に

「諏
訪
神
社
親
神
輿
が
千
葉
中
央
通
り

を
渡
御
」
千
葉
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
親
子
３
代
夏
祭
り

に
参
加
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
続
い
た
今
年
は
熱
中
症
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
気
温
が
下
が
り
神
輿
渡
御
に
は
良
い
日
よ
り
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
千
葉
県
庁
側
か
ら
の
渡
御
と
な
り

「き
ぼ
―
る

付
近
か
ら
栄
町

「
ロ
ー
ソ
ン

・
ス
リ
ー
エ
フ
」
方
向
に
渡
御

し
ま
し
た
。
浜
野
祭
囃

子
保
存
会

の
お
囃
子
を

先
導
に
、
千
葉
中
央
栄

町
通
り
を
渡
御
し
ま
し

た
。今
年
は
ｎ
基

の
神
輿

が
渡
御
、
浜
野
は
３
番

手
で
１５
時
４５
分
に
出
発
、

約
１
時
間

の
渡
御
を
行

い
ま
し
た
。
本
部
交
差

点
で
は
浜
野
諏
訪
神
社

の
神
輿
が
紹
介
さ
れ
、

中
央
交
差
点
で
勢
良
く

神
輿
を
か
ざ
し
、
沿
道

の
観
客
も
拍
手
や
威
勢

の
良

い
掛
け
声
で
盛
り

あ
が
り
ま
し
た
。

‐9月Iの|イ|ベンート
<ち ιlめ た細工 >
9月 29日 (土 )
9時 30分～ 11時 30分
場所 :旧生浜町役場庁舎

ちりめんで小物を作り楽しみ

ましょう。

裁縫道具を持参下さい。

材料費 300円

【おしらせ】
10月以降 旧生浜町役場庁舎
は外装塗り替え工事のため講

座等はお休みします。

来年 2月頃に終了の予定です。
【歴史散歩】については、追つ

てお知らせします。

報1告●連|1絡

1.今後 1～ 2ヶ月の会議・行事の予定
(1)「諏訪神社秋季祭ネL実行委員会」の開催

<開催案内・説明は奉賛会より>
① 日 時  平成 30年 9月 9日 (日 )

19時 00分～

浜野会館大ホール

町会長・祭典委員・氏子代表、奉

賛会他関係諸団体

祭礼の日程は、 10月 6日 (準備・

演芸 )・ 7日 (祭礼)・ 8日 (撤収 )

(2)「生浜地区体育祭参加 実行委員会」の開催
① 日 時 平成 30年 9月 29日 (土 )

19時 00分～

② 場 所  浜野会館大ホール
★総務部所属の町会長は、 18時

30分に集合をお願いします。
(浜新田、柳町、グリーンステージ、

南町3)

② 場 所

③ 参 加

④ 付 記
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